
 

 

 

 

   

    

 

 

  

   

 

 

  

平成29年度 
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はじめに 

 下関市では、平成27年1月に「下関市住⺠⾃治によるまちづくりの推進に関する
条例」が施行され、本市が進める地域内分権の⼀つである「住⺠自治によるまちづ
くり」について明らかにするとともに、各地区のまちづくり協議会の設立をはじめ、
市⺠と地域と行政が互いの役割と立場を尊重するまちづくりを推進してまいりまし
た。 
 平成28年度には、市内全１７地区でまちづくり協議会が設立され、現在、各地区
において、地域の力を生かし、身近な地域課題の解決や地域活性化に向けた取組が
進められています。 
この事例集では、平成２９年度に、市内１７地区まちづくり協議会で実施された

活動の一部を紹介しています。本市の特⾊ある活動を市⺠の皆様や市外、県外に向
けて発信するとともに、各地区まちづくり協議会が情報を共有し、新しい事業に取
組むきっかけや、既存事業の充実を図るための参考としてご活用いただければ幸い
です。 
 
  



目次 
１.中東地区まちづくり協議会 ........................................................................................ 1 

事例№1 遊休農地活用事業（ふれあい農園） 

２.⻄部地区まちづくり協議会 ........................................................................................ 3 

事例№1 オレンジカフェ『つづみ』 

事例№2 ⻄部地区まちづくりフェスティバル2017 

３.向洋地区まちづくり協議会 ........................................................................................ 5 

事例№1 門松の作成・贈呈 

事例№2 熊本地震被災地視察 

４.山の田地区まちづくり協議会 ..................................................................................... 7 

事例№1 まちの美化運動『ゴミステーションのボックス化』推進 

５.彦島地区まちづくり協議会 ........................................................................................ 9 

事例№1 多世代交流事業『彦まちカフェ』 

事例№2 高齢者サポート活動事業 

６.⻑府地区まちづくり協議会 ...................................................................................... 11 

事例№1 城下町⻑府時代祭り 

事例№2 ⻑府の寺⼦屋 

事例№3 コミュニティカレンダーの発行 

７.⻑府東部地区まちづくり協議会 ..................................................................................... 13 
事例№1 広報誌発行事業 

事例№2 花とこころのまちづくり事業 

８.東部５地区まちづくり協議会 ................................................................................... 15 

事例№1 休耕田を活用した年間お花一杯咲かそう運動 

事例№2 認知症徘徊者声掛け模擬訓練 

事例№3 交通安全・詐欺防止チラシ配布 



９.勝山地区まちづくり協議会 .......................................................................................17 

事例№1 歴史文化研究と継承：昔話を学ぶ絵本の制作と子ども達への配布 

事例№2 花いっぱい運動：まちの花の選定及び自治会を通じた栽培促進 

事例№3 児童・生徒の安全安心対策：防犯マップ作成 

10.内日地区まちづくり協議会 ......................................................................................19 

事例№1 内日地区合同防災訓練 

事例№2 いも掘り体験イベント 

事例№3 うついのみんなで手づくり『ペットボトルツリー』 

11.川中地区まちづくり協議会 ......................................................................................21 

事例№1 認知症カフェ『オレンジカフェ』 

事例№2 綾羅木駅前立て看板『川中地区案内マップ』リニューアル 

事例№3 しめ縄づくり 

12.安岡地区まちづくり協議会 ......................................................................................23 

事例№1 ヤスオカマルシェ『カオスやストリート』 

13.吉見地区まちづくり協議会 ......................................................................................25 

事例№1 駅裏再開発事業・駅前整備事業 

事例№2 毘沙ノ鼻広報事業 

事例№3 蓋井島島内整備事業 

14.菊川地区まちづくり協議会 ......................................................................................27 

事例№1 キッズフェスタ2018 

事例№2 農業活性化講演会『儲かる農業』 

15.豊田地区まちづくり協議会 ......................................................................................29 

事例№1 花いっぱい運動の充実 

事例№2 国道435号開通記念『ふれあいウォーキング』 

事例№3 講演会の開催 



16.豊浦地区まちづくり協議会 ...................................................................................... 31 

事例№1 婚活イベント『みかんDEデート』 

事例№2 豊浦知っちょる会＆フットパス 

事例№3 『部会報』及び『ようこそ、豊浦へ！』発行 

17.豊北地区まちづくり協議会 ...................................................................................... 33 

事例№1 観光動向実態調査事業 

事例№2 まちの活性化について考える『第１回ワークショップ』開催 

 

 

 

【下関市まちづくり協議会】 
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（H30.3.31現在） 

 平成28年3月 土地所有者と交渉・了承取付け 
 平成28年度事業計画に織り込み 
 平成28年度第1回通常総会にて議決 
 平成28年7月 「サツマイモの植え付け」を実施 

 

  

  

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.machidukuri-cyutou.com/ 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ cyuutouchiku.machidukuriky@orchid.plala.or.jp 

《協議会概要》 

◇設立年月日 平成27年10月6日 

◇事務所   〒750-0005 下関市唐戸町4番1号 カラトピア4階 

        ☎／📠：083-250-8380   

◇地域の状況 （人口）  23,283人  （世帯数） 12,569世帯 

       （中学校区）日新中学校・名陵中学校 （面積） 7.77 k㎡ 
◇設置部会   総務部会、環境・防災対策部会、地域づくり部会 

        健康・福祉部会、子育て・青少年育成部会 

◇活動の概要  ・広報紙の発行 ・ホームページの維持管理 ・図上訓練の実施  

        ・防火防災教室 ・サロンの開催 ・困りごとお助け隊の普及 

        ・子育て活性化行事 ・遊休農地活用事業 ・北浦街道のまち興し事業 ほか 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

地区内に、街中としては稀な遊休農地が見つかり、
広範囲の地域住⺠が集う交流の場づくりとして活
用できないかと考えました。 

活動のきっかけ 

活動開始までの流れ 

約800㎡ 

https://www.machidukuri-cyutou.com/
mailto:cyuutouchiku.machidukuriky@orchid.plala.or.jp
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平成29年度 
■６月 サツマイモの植え付けとジャガイモの収穫 
■７月 ジャガイモの芽吹き・土寄せ 
■９月 大根の種まき 
■10月 サツマイモの収穫 
■２月 大根の収穫 
■３月 ジャガイモの収穫 
※平成３０年１１月末現在、開催回数：延べ１９回、参加人数：延べ７９５人 
 
農園の管理のため、体験交流会開催時のみならず、日々数人のボランティアが草刈り・耕運機

作業・畝づくり等に携わっています。 

・広い地域の子供から大人までが集まるので、どんどん交流の輪が拡大していきます。 

・街中の住⺠は、普段、作物の栽培や成⻑の過程を体験する機会が少ないので、有意義な 

 体験となります。 

・今後の展開として、作物収穫後の食生活体験イベントを企画してみたいです。 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

活動内容 

活動の成果 

体験交流会は、 

年７回実施 
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（H30.3.31現在） 

 

  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ qqsp7hv9k@cap.ocn.ne.jp 

 

《協議会概要》 

◇設立年月日 平成28年2月2日 

◇事務所   〒750-0065 下関市伊崎町一丁目4番30号 西部公民館内 

       ☎／📠：083-250-6455 

◇地域の状況 （人口）  12,203人  （世帯数） 7,498世帯 

       （中学校区）文洋中学校 （面積）3.25 k㎡ 

◇設置部会   総務部会、福祉部会、教育部会、安全・安心部会 

◇活動の概要 ・広報紙の発行 ・認知症カフェの運営 ・まちづくりフェスタ開催 

       ・照子親 ・安全安心マップ作成 ほか 

        

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年々高齢化率が高まり、一人暮らしのお年寄り
が増えてきている当地区。 
このような現状を踏まえ、地域の皆さんが集え
る場所「オレンジカフェ『つづみ』」を開設しま
した。 

活動のきっかけ 

 ■音楽療法・音楽で遊ぼう 
 （お馴染みの歌を、大きな声で歌い楽しみます） 
 ■お話し・お話し 
 （本を見ないでお話を語ります） 
 ■⺠謡で楽しく歌いまショー 
 （三味線に合わせて、大きな声で歌います） 
 ■笑いヨガ ■マジックショー ■脳トレ 
 ■タオル体操 ■コツコツ体操 など 

活動内容 

開催のたびに参加者が増加し、『毎月、参加する
ことを楽しみにしています』との意見を多くい
ただいています。 
今後も、地区の皆さんが楽しく参加できる企画
を考えながら、「オレンジカフェ『つづみ』」は継
続して開催いたします。 

活動の成果 

毎月第一土曜日
開催中!! 

mailto:qqsp7hv9k@cap.ocn.ne.jp
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地域の課題解決のための手法を探るべく、平成28
年6月、「夢づくりまちづくりミーティング」が開
催されました。 
その中で、地区内のコミュニケーションを図り、地
域の絆を深めるためのイベントとして、「⻄部地区
まちづくりフェスティバル」の開催が決定しまし
た。 

活動のきっかけ 

第２回「⻄部地区まちづくりフェスティバル2017」 
日時：平成29年9月30日（土） 会場：桜山小学校 

【ステージイベント】 
第一部 「高杉晋作と下関」のおはなし（学芸員） 
     「知っておきたい防災知識」（中央消防署伊崎出張所） 
  「動けば雷電の如く」紙芝居（劇団はぐるま座） 

第二部 桜山小学校ファンファーレクラブの演奏、キッズダンス、マジック、 
  バイオリン演奏、門司よさこい連０

ゼロ

哩
マイル

の踊り、平家踊り  

活動内容 

多くの住⺠の参加があり、大盛況でした。（第２回参加者：約500名） 
皆さん楽しく過ごされており、地域の元気づくりに貢献できたと思います。 
今後も、継続して開催したいと思います。 

活動の成果 

事業は、活動の内容や規模に

応じて、活動エリアを決めて

実施しています!! 
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《協議会概要》 

◇設立年月日 平成28年9月1日 

◇事務所   〒750-0047 下関市向山町14番1号 向山小学校内 

       ☎／📠：083- 250-7333 
◇地域の状況 （人口）  9,655人  （世帯数） 5,305世帯 

       （中学校区）向洋中学校 （面積）  1.92 k㎡ 
◇設置部会   総務部会、福祉部会、生活環境部会、健全育成部会 

◇活動の概要  ・地域づくり研修会 ・広報紙の発行 ・ＨＰの作成管理 

        ・高齢者対策事業 ・防災マップ作成 ・図上防災訓練 

              ・社会参加促進事業 ・ＰＴＡ連携集会 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人が作製した門松を見る機会があり、「自分たちも作ってみ
たい」との声が上がりました。 
手作りの門松を地域の施設に贈呈し、多くの人が清々しい心
で新年を迎えられたら、との思いから計画が始まりました。 

活動のきっかけ 

有志によって行った材料調達は、山から切り出す竹の太さや⻑さを決めるのが⼤変でした。 
また、指導者講習会で練習した縄の結び方が、中々上手く行かず苦労しました。 
準備や作成は大変でしたが、贈呈した施設からは「来年もよろしく」と賛辞の言葉を多くいただきました。 

（H30.3.31現在）  

活動を振り返って 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ koyochikumachidukuri@helen.ocn.ne.jp 

mailto:koyochikumachidukuri@helen.ocn.ne.jp
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高齢者の増加に伴い、近年、自然災害によって高齢者
が被災する事例が頻発しています。 
高齢化が進む向洋地区においても、災害発生時の課
題であると考え、計画しました。 

活動のきっかけ 

築城何百年も経つ熊本城がもろくも崩れた姿を目
にし、地域に甚大な被害をもたらした地震の怖さを
感じました。 
また、自らも被災しているにもかかわらず、被災地
の現状を伝える語り部としてボランティア活動を
している熊本県⺠の姿に感銘を受けました。 

いつ、じぶんたちの生活に降りかかってくるのか分か
らないのが自然災害です。 
普段から、災害時の避難経路・避難場所の確認を含めた
避難訓練を、高齢者に限らず地域全体で行うことを確
認しました。 
また、土砂災害の起きやすい場所のチェックと地域の
防災マップ作成の必要性を感じたので、市の防災マッ
プを参考に、各箇所の点検を始めます。 

活動の成果 活動を振り返って 

当日は晴天に恵まれ、総勢50名が4時間をかけて作製した18体の門松を、地域の9施設に贈呈しました。 
これからも若い人たちや児童・生徒ボランティアと助け合いながら、伝統継承のため、活動を続けていきます。 

活動の成果 

事業企画
の承認

ボランティアの
募集

指導
者講
習会

材料
調達

当日

【門松の作成 活動スケジュール】 

設立当初から高齢化が進んでい

るので、若者を発掘し、組織の

若返りを目指しています!! 
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（H30.3.31現在） 

 

  

  

  

 

《協議会概要》 

◇設立年月日 平成28年6月14日 

◇事務所   〒751-0834 下関市山の田東町4番13号  北部公民館内 

       ☎：083-250-7955   📠：083-250-7965 
◇地域の状況 （人口）  18,640人  （世帯数） 9,271世帯 

       （中学校区）山の田中学校 （面積）  3.77 k㎡ 
◇設置部会    総務部会、健康福祉部会、青少年育成部会、安全・安心部会、 

         環境部会、産業・文化部会 

◇活動の概要  ・広報紙の発行 ・ホームページの作成管理 ・美化運動 

        ・河川の自然環境保全 ・ハザードマップ作成 ・防犯講習会 

              ・認知症対策 ・健康推進対策 ・地区の歴史探求 ほか  

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域の困りごとや問題点についてアンケート調査
を実施した結果、ゴミに関する多くの意見が寄せ
られました。 
中でも一番多かったのが、ゴミステーションの問
題。 
現況調査では、大半のゴミステーションが網式で、
鳥獣被害を受けやすく、非常に不衛生な状態が散
見されました。 

活動のきっかけ 

市販のゴミステーションボックスは、一基 6〜16万
円と非常に高価なため、自治会や住⺠負担での設置
は、諦めざるを得ない状況でした。 
熟慮の結果、住⺠の方々に製作をお手伝いいただく
形で、材料費 2万円での「ゴミステーションのボッ
クス化」が可能になりました。 

まちの美化運動 

活動開始まで 

材料は、ホームセンターで

調達できます!! 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://yotuba2017.sakura.ne.jp/ 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  yamanotamachizukuri@road.ocn.ne.jp 

http://yotuba2017.sakura.ne.jp/
mailto:yamanotamachizukuri@road.ocn.ne.jp
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【ゴミステーションの製作】 
1.専門家から、材料手配・製作要領・作業手順等の
講習を受ける 

2.希望する自治会への呼びかけ 
3.希望自治会作業者の方々に、指導しながら作製 
 

場所：山の田中学校金工室(現在空き教室) 
日時：毎週日曜日 午前1回、午後1回 
 
1日で2〜3基製作しながら設置を開始しました。 

活動内容 

平成29年度には、計36基を製作・設置しました。 
 
その結果、設置ゴミステーションにおいては、 
・鳥獣によるゴミのかく乱等がなくなり、カラス 
 や猫が来なくなった 
・清潔な状態が保たれることで、付近のポイ捨て 
 や違法投棄が大幅に減った 
などのご報告をいただいています。 
 
このような効果から、更に頑丈な、市販の金属製ゴ
ミステーションの設置要望が高まり、⾃治会や住⺠
の負担により、独自設置したケースも増えていま
す。 
今後も、ゴミステーションのボックス化を推進し、
地区内すべてのゴミステーションがボックス化で
きるまで、継続事業として実施してまいります。 

事業を進めるうえで一番大切なのは、「地区内各
自治会の理解」と考え、次のとおり活動に取り組
みました。 
1.⾃治連合会⻑を通じ、各⾃治会⻑への主旨・
目的の周知徹底を図り、理解を求める 

2.各自治会の総会等で住⺠の⽅々に理解を求
める 

その結果、地域の大半の方々からこの活動への賛
同をいただくことになり、現在では、「自己負担を
しても良いので、より良いものを設置したい」、「自
ら寄贈したい」というご提案までいただくように
なりました。 
地区内には、製作したゴミステーションが設置で
きないような場所があることも判明しましたの
で、このようなケースについても、工夫を凝らし
ながら対応していきたいです。 

活動の成果 活動で工夫したこと 

今回の事例に関わらず、まちづくり協議会が 

活動するうえで大切なのは、「住民が困って

いることや要望事項（ウォンツとニーズ）を

的確に把握すること」です 

協議会が的確な提案をすれば、

多くの住民に賛同・協力して 

いただけます 



９ 
 

（H30.3.31現在） 

 

  

  

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.hikoshima.jp/ 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  hikomachi@hikoshima.jp 

《協議会概要》 

◇設立年月日 平成28年7月16日 

◇事務所   〒750-0075 下関市彦島江の浦町一丁目3番1号 彦島公民館内 

       ☎：080-1916-0716 

◇地域の状況 （人口） 26,197人  （世帯数） 13,020世帯 

       （中学校区）彦島中学校・玄洋中学校 （面積）11.26 k㎡ 
◇設置部会   総務安全部会、健康福祉部会、子ども部会、六連島部会 

◇活動の概要  ・地域づくり研修会 ・広報紙の発行 ・ホームページ作成管理 

         ・広域防災訓練 ・高齢者のサポート ・スポーツ大会 

        ・あいさつ運動、子育て支援、多世代交流 ・島外との交流会 ほか  

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年６回（月１回）開催  ※【 】内は29年度の参加人数 
  
 ■10月：歌声広場 【147名】 
 ■11月：絵手紙（年賀状）を描く 【81名】 
 ■12月：元気体操 【98名】 
 ■1月 ：ためになる講話 【128名】 
 ■2月 ：手づくりお菓子 【117名】 
 ■3月 ：ライブカフェ 【488名】  

65歳以上が、人口の36.4%を占める彦島地区。 
「ふれあいサロン」を提供することで、人と関わることの
大切さや楽しさを知っていただけたら、と考えました。 
明るく元気で健康な心身づくり、認知症予防、孤立防止を
目指しています。 

活動のきっかけ 

活動内容 誰でも参加でき、 

おしゃべりのできる 

ふれあいサロンです 

参加者が元気になり、 

元気になる参加型イベ

ントを実施しています 

http://www.hikoshima.jp/
mailto:hikomachi@hikoshima.jp
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『高齢者をはじめとする地域住⺠が、住み慣れた彦島
のまちで安心して暮らしていくための活動を』との思
いから、始まりました。 
主として、健康な心身づくり、認知症の正しい理解と
上手な付き合い方を学んでいます。 

活動のきっかけ 

■トリコロキューブ大会 【163名】 
■世代交流彦島地区スポーツ大会 【250名】 
■徘徊者捜索声掛け模擬訓練 【50名】 
■詐欺等防犯講習会「うそ電話詐欺」 【128名】 
■六連島 認知症講習会 【20名】 
■田の首町福祉講座「介護保険について」 【40名】 
                      

 ※【 】内は、 
29年度の参加人数 
            

活動内容 
 
認知症について正しく理解し、徘徊時の本人の気持ち
に配慮した声掛けや見守りを行えるよう、安心安全な
地域ネットワークを構築することができました。 
トリコロキューブ大会には、10代から90代までの幅
広い年齢層が参加し、地域と年齢を超えた交流が図れ
ました。 
今後も、健康福祉講座の趣向を凝らし、積極的に開催
していきたいです。 

活動の成果 

参加者アンケートの結果、「楽しかった」と回答した人が、各回とも90％以上を占めています。 
「皆さんとお話しできて楽しく過ごせた」との意見が多くみられました。 
今後は、 
・遠くて参加できない方のための『移動カフェ』の計画 
・子育て世代や転入者など、対象者の拡大 
・彦島地区の明るく元気な80代女性たちが持つ知識の伝承 
などの取組みを目標としています。 

活動の成果 

まちづくりのヒント☝ 

広報活動…全世帯へのチラシ配布 

情報収集…趣向を凝らした内容 

協力者の参画…地域密着型団体   

       との連携 
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 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://chofu-machikyo.com/ 
  

《協議会概要》 

◇設立年月日 平成28年1月15日 

◇事務所    

       ☎／📠：083-250-7450 

◇地域の状況 （人口）  16,853人  （世帯数） 8,018世帯 

       （中学校区）長府中学校 （面積）  10.33 k㎡ 
◇設置部会   総務部会、安全・教育部会、健康・体育部会、商工業活性化部会、 

        観光活性化部会、環境部会  

◇活動の概要  ・広報紙の発行 ・子どもフェスタ ・城下町長府マラソン 

        ・商店街レベルアップ勉強会 ・高齢者おたすけ隊  

               ・城下町長府時代祭り ・海岸清掃 ほか 

 

            

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1800年の歴史を誇る⻑府地区の良さを地区内外に知って
もらうとともに、地域の幅広い年代に参加してもらうこと
で、観光はもとより、地域活性化に資する活動にもなると
考えました。 
これまでも、地域住⺠からは再開を熱望されていましたが、
維新にゆかりの深い⻑府地区にとって、翌年に明治維新
150年を控えたこの年が、再開時期として最適であると判
断し、17年ぶりの開催が決定しました。 

活動のきっかけ 

開催日時：平成29年12月3日(日)  
『時代大行列』 
⻑府1800年の歴史を伝える〜仲哀天皇から近代まで〜 
 各時代の扮装を復元して行う大行列は、午前・午後の2回
実施。歴史ゆかりの街並みを歩きました。 
 豊浦小・⻑府中・豊浦高の児童生徒と地元企業、地域住⺠
に加え、遠くは大阪など、市外からの参加も多数ありまし
た。 
 
『大楽市楽座』 
 商店街では大規模なフリーマーケットを開催し、祭りを
大いに盛り上げました。 

活動内容 

市内外に⻑府、下関の素晴らしさを改めて知ってもらう好
機となりました。また、地域の幅広い年代に参加してもらう
事で、住⺠の郷土愛の醸成と地域活性化につながる活動に
なると感じました。 
今後も、「時代祭り」を発信⼒のある⾏事として継続し、⻑
府だけでなく、下関市の観光の活性化の一助となるような
「祭り」に進化させたいと考えています。 

活動の成果 

〒752-0966 下関市長府亀の甲二丁目2番1号 豊浦小学校内 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  chofu-machikyo115@circus.ocn.ne.jp 

http://chofu-machikyo.com/
mailto:chofu-machikyo115@circus.ocn.ne.jp
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住⺠が、地区内で開催される各行事の情報を容易に把握でき
るよう、これらを網羅したカレンダーを制作することを考え
ました。 
これにより、各種団体は、効率的な行事運営が可能になりま
す。また、地域住⺠が学校行事を把握することで、地域ぐる
みで子どもの安心・安全対策に取組めるなど、総合的な地域
力アップにもつながります。 

活動のきっかけ 

地区内の各行事を共有できることで、地域の連帯を深
めるツールとなっています。 
発行部数や掲載情報の増加について要望があること
から、今後は、 
・自治会を通じた全世帯配布 
・防災関連情報と公共施設情報の追加 
を考えています。 

カレンダー（4月始まり）の発行 
【掲載内容】 
・地域行事・各学校(園)行事・⻑府に関する歴史上の出来事 
・災害時の避難場所と連絡先 等 
【配布先】 ※発行部数 3,000部 
・各学校(園)の全家庭・各構成団体・地域内の公共施設 
 
表紙には、地域の方が描いた⻑府の風景画を用いています。 

活動の成果 活動内容 

以前より、豊浦小と⻑府中で積極的に実施されてい
た「生涯学習講座」。地域住⺠と学校が双方向で支援
活動を行う取組みです。 
まちづくり協議会の発足を契機に、地区内の豊浦高・
⻑府⾼も加わり、パワーアップした住⺠向け⽣涯学
習講座「⻑府の寺子屋」として開設しました。 

活動のきっかけ 

バラエティに富み、充実した内容の講座を開設することが
できるようになりました。 
この活動によって、住⺠の⼼の豊かさの向上、住⺠間交流
の促進、地域と学校の連携の深まり、生涯学習の場の拡充
等が期待され、教育面での地域力アップにつながると考え
ています。 
今後は、教職員による講座だけでなく、地域の人材や地域
資源を生かした講座、地元企業と連携した講座など、より
豊富な内容を提供したいです。 

【講座】 ※平成29年度は、12講座を開設 
■豊浦小・⻑府中・豊浦⾼・⻑府⾼の教職員による 
 住⺠対象講座 
■高校生による小中学生対象のスポーツ講座 
  
各種団体への案内や、自治会の回覧板で参加者を募集し
ています。 

活動内容 

活動の成果 




